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2022年度 SCSKグループ環境パフォーマンスデータ            ★：第三者保証取得データ 

 

消費電力量（千ｋｗh）             159,661 ★ 

再生可能エネルギー利用量（千ｋｗh）（※1）               59,843 ★ 

再生可能エネルギー比率（※2）                   37.5% ★ 

 ※1再生可能エネルギーには、再生可能エネルギーおよび非化石証書調達分を含む 

 ※2再生可能エネルギー比率は、再生可能エネルギー利用量÷消費電力量で算出 

 

SCSKグループ温室効果ガス排出量                               （単位：ｔ-CO₂）   

Scope別排出量 

Scope 1 直接排出 277 ★ 

Scope 2 エネルギー起源の間接排出 
マーケット基準 36,298 ★ 

ロケーション基準 69,744 ★ 

Scope 3 
Scope1、Scope2以外の間接排出  

(事業者の活動に関連する他社の排出) 
575,556 ★ 

 

Scope3 カテゴリ別内訳（※3） 

カテゴリ 1 「購入した製品・サービス」 281,953 

カテゴリ 2 「資本財」 51,897 

カテゴリ 3 「Scope1,2に含まれない燃料およびエネルギー活動」 11,231 

カテゴリ 5 「事業から出る廃棄物」 269 

カテゴリ 6 「出張」 3,013 

カテゴリ 7 「雇用者の通勤」 3,736 

カテゴリ 11 「販売した製品の使用」 223,442 

カテゴリ 12 「販売した製品の廃棄」 15 

※3 算定除外カテゴリ  

カテゴリ 4：カテゴリ 1にて算出 

カテゴリ 8：該当するオフィスの賃借による排出は Scope1,2にて算出 

カテゴリ 9：排出量の算定に必要なデータの収集が困難であるため対象外 

カテゴリ 10：中間製品の製造販売はないため対象外 

カテゴリ 13：賃貸事業は行っていないため対象外 

カテゴリ 14：フランチャイズ事業は行っていないため対象外 

カテゴリ 15：投資事業者ではないため対象外としている 
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温室効果ガス排出量の収集範囲・算定方法 

 

（１） 収集範囲 

※1 東京グリーンシステムズ㈱は、地元自治体の出資を受け入れる第三セクターの形をとっている特例子会社であるため、連結決算対象外と

なりますが、温室効果ガス排出量の算出では対象に含めています。 

 

 

 

 

SCSKグループ 
本社の拠点 

（国内、海外） 

SCSK㈱ 国内 

SCSKサービスウェア㈱ 国内 

㈱ベリサーブ 国内 

SCSK Minoriソリューションズ㈱ 国内 

SCSK九州㈱ 国内 

SCSK北海道㈱ 国内 

SCSKプレッシェンド㈱ 国内 

SCSK USA Inc. 海外 

SCSK Europe Ltd. 海外 

思誠思凱信息系統（上海）有限公司 海外 

SCSK Asia Pacific Pte. Ltd 海外 

PT SCSK Global Indonesia 海外 

SCSK Myanmar Ltd. 海外 

㈱Skeed 国内 

SCSKシステムマネジメント㈱ 国内 

ヴィーエー･リナックス・システムズ・ジャパン㈱ 国内 

SDC㈱ 国内 

SCSK NEC データセンターマネジメント㈱ 国内 

㈱アライドエンジニアリング 国内 

SCSK オートモーティブ H＆S㈱ 国内 

㈱Gran Manibus 国内 

SCSKニアショアシステムズ㈱ 国内 

東京グリーンシステムズ㈱ （※1） 国内 
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（２） 算定方法 

算定項目 算定方法 

Scope 1 直接排出 オフィスおよびデータセンターで使用した燃料×排出係数（※1） 

Scope 2 
エネルギー起源の 

間接排出 

オフィスおよびデータセンターで使用した、他社から供給された電

気、熱・蒸気×排出係数（※2） 

Scope3 

カテゴリ 1 

「購入した製品・サービス」 

主要な調達となる、仕入製品金額、外部委託費、DC 賃料、上水道×

排出係数（※3） 

カテゴリ 2 

「資本財」 
設備投資額（有形・無形）×排出係数（※4） 

カテゴリ 3 

「Scope1,2に含まれない 

燃料およびエネルギー活動」 

エネルギー資源使用量（電気、燃料等）×排出係数（※3） 

カテゴリ 5 

「事業から出る廃棄物」 

産業廃棄物・一般廃棄物重量、下水道処理、機密書類×排出係数 

（※3） 

カテゴリ 6 

「出張」 
宿泊数、通勤費以外の交通費×排出係数（※4） 

カテゴリ 7 

「雇用者の通勤」 
通勤費×排出係数（※4） 

カテゴリ 11 

「販売した製品の使用」 

製品の販売台数×1台当たりの年間使用電力量×想定耐用年数×排

出係数（※5）（※６） 

カテゴリ 12 

「販売した製品の廃棄」 
製品の販売台数×1台当たりの重量×排出係数（※4）（※６） 

※1：エネルギー起源に合わせ、以下の排出係数を利用 

・ 環境省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.9) (令和 5年 4月)」 

・ 東京ガス「都市ガスの代表的な CO2排出係数」 

※2：エネルギー起源に合わせ、以下の排出係数を利用 

・ 環境省・経済産業省 「電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用)－R３年度実績－ 

 R5.１.24 （R5.5.２６一部修正）」 

・ 環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ｖer.3.3）」 

・ 環境省「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル(Ver4.9) (令和 5年 4月)」 

※3エネルギー起源に合わせ、以下の排出係数を利用  

・ 環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.3）」 

・ サステナブル経営推進機構「IDEAv2.3（サプライチェーン温室効果ガス排出量算定用）」 

※4 環境省・経済産業省「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（Ver.3.3）」 

※5 環境省・経済産業省公表 「電気事業者別排出係数(特定排出者の温室効果ガス排出量算定用)－R３年度実績－  

R5.１.24 （R5.5.２６一部修正）」 

※６ 当社では取り扱いの製品が多いため、当該年度の販売製品より代表製品を選定して排出量の算定をおこない、全体の排出量を推計 


